




























































































































































































































































































































































































































































































































































































 2）　「『スピノザの宗教批判』への序言」『リベラリズム 古代と近代』p. 396．


























































































































































についての記述、同書 p. 198ff.のプラトンとホッブズの比較、『自然権と歴史』p. 173ff.のソクラテス
についての記述を特に参照。
56）　注 1参照。
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